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③授業実践報告



「自らを律し、ともに学び合う生徒の育成」

-3 School Projectにチャレンジ Smart Tough Heartful-

生徒数 ９２８（県内461校中7位）

学級数 ２９（含む特別支援５）

職員数 ６４

運動部 １７

文化部 ７



3 School Project に
チャレンジ

ICTを積極的に活用する学校



３ School Projectと外部連携

Smart School
スマートスクール推進モデル校（市指定：R3/4）
パナソニック教育財団実践研究助成 助成校（R４）

SDGs School
電気新聞社エネルギー教育支援事業指定校(R4）

NIE School
NIE実践指定校（R4/５）



本校は、昨年度から今年度までの2年
間、加古川市教育委員会からの指定を
受け、スマートスクール推進モデル校
として、ICTを積極的に活用した教育実
践に取り組んでいる。
その成果が認められ、昨年度、日本

教育工学協会より、2021年8月3日 から
2024年3月31日 までの3年間、学校情報
化優良校と認定。
さらに、2022年4月からは、パナソ

ニック教育財団実践研究助成 助成校
にも認定。



スマートスクール推進モデル校研究発表会

日時：２０２２年１１月２日(水)



スマートスクール推進モデル校研究発表会



本校１年生のエネルギー学習について

月 内容

５月 エネルギー講演会
・エネルギーとは ・エネルギー自給率について

６月 エネルギー新聞づくり(Googleドキュメントで作成)

７月 新聞発表

１１月 スマートスクール推進モデル校研究発表会
１校時：エネルギーミックスを考える
２校時：地層処分問題について考える

１２月 省エネのキャッチコピーを考える
(広告代理店博報堂様による講演会)

１月 校外学習(バンドー青少年科学館 施設見学)



５月 エネルギー講演会



６月 エネルギー新聞づくり



７月 各クラスで新聞発表



１２月 省エネのキャッチコピーを考える(講演会)



１月 バンドー青少年科学館 施設見学



単元名
エネルギーについて考えよう～地層処分問題について考える～

授業実践報告

使用する教材
・誰がなぜゲーム(関西学院大学 野波寛先生開発)

本時の目標
高レベル放射性廃棄物の地層処分問題について知り、地層処分に対

する様々な立場の意見を理解するとともに、地層処分場を
めぐる合意形成の難しさを実感する。



事前授業（NUMOによる出前授業） 2022年10月28日（金）

前半
内容

・NUMOとは

・地層処分について

・高レベル放射性廃
棄物とは



事前授業（NUMOによる出前授業）

後半 ベントナイト実験



当日の授業(誰がなぜゲーム)

もしA町に処分場ができるとしたら・・・

各班８名 ２人×４（地層処分について４つの立場）

４つの立場とは

政府 ・・地層処分事業をいち早く進めたい

専門家 ・・誰の利害にもとらわれず科学的に判断できる

A町の住民 ・・安全性、風評被害の心配

国民 ・・地上保管のままでは心配 早く地層処分を

①グループ分け、立場の割り当て



②それぞれの立場で意見整理

実際に生徒がタブレット上でまとめた意見

政府
○地層処分が唯一の手段である！

○A町を財政面で支援し、地域活性に努める！

○もし事故が起きれば、賠償や移転地も補償するので協力して
ほしい！

つまり、、、、

できるだけ何でもするからここを地層処分地にさせて‼

といっている



専門家
○A町で地層処分すればいいと思う。

○A町の住民に、地層処分の必要性や土地の安全性が
高いことを理解してほしい。

○A町の住民に、ガラス固化体が地上保存されている
ことにもリスクがあることを分かってほしい。



A町の住民
○反対・怖いから

○賠償や移転地や補償などがあっても、もし本当にそこで事故
が起こった場合、そこで何百人も命を落としたら、賠償も移
転地もなんの関係もないと思いました。なので全力で反対し
ます。

○自分の実家などの場合になっても考えてほしい。

○すべて政府の都合によってできた意見だと思った。



国民
○A町に被害がでるかもしれないが、国が対策をしっかりと
取って、ガラス固化体を処分して欲しい

○東日本大震災のときのようになる前に処分してほしい

○ガラス固化体の保管のためだけにコストを使いすぎなの
では?

市民のお金が半数使われている

○次の世代の人たちにこの問題を残さないように、
できるだけ早く処分



②実際に意見交換

良かった点

〇活発な話し合い

〇生徒の大半が、置かれた立場を理解

〇発言に対して毅然とした態度で反論

〇違う立場の意見を受け入れる共感性

〇現実と同じように、話し合いが平行線を辿る



悪かった点

〇１５分の制限時間で、終盤になってくると、

新たな発言は見られなくなった。

〇積極的に発言する生徒の立場に

言いくるめられ、
話し合いが終了している班もあった。

②実際に意見交換



③感想記入

生徒A
自分の立場は納得できる理由をずっと言っ

ているのに、国民や市民側が認めてくれな
かったりだとか、今日のこの体験で場所を決
めたりするのは、こんなにも苦労することな
んだなと思いました。



生徒B
どの意見も納得がいくし、決して自分勝手

な事を言っているわけでもないので、余計難
しかったです。保障がないと信じることもと
ても不安で怖いことだと思うけど、どちらか
が片方の意見を少しだけでも飲み込まないと
いけないなと思いました。



生徒C
住民の人々や国民の人々は不安や心配

の気持ちが大きくて、専門家の方や政府
の方々にとっては承諾してほしい気持ち
が大きいから一向に話の展開が変わらな
くて、やっぱりガラス固化体のような危
険なものを街に運び込まれて不安に思わ
ない人はいないと思うので、難しいなと
思いました。



生徒D
住民の意見がこちら側が考えていた意見

より遥かに正しい（？）気がしてなかなか
話が進まず、大前提であることを言い忘れ
ていたことも原因になって、どんどん話が
食い違っていき、相手を言いくるめること
ができなかったので悔しかったです。



授業を終えて(成果)

中学１年生でも「地層処分」について扱うことができた。

社会科の内容を越えた課題に触れることができた。

それぞれの立場を理解するとともに合意形成の難しさを
実感させることができた。



授業を終えて(課題)

授業を単発で終わらせるのではなく、「地層処分」に
ついて自分の意見を持たせたい

特性マップを使って、実際に処分場の場所を考えさせ
たい

地層処分をめぐる現状を詳しく学習したうえで、もう
一度「誰がなぜゲーム」をしてみたい





ＥＮＤ

ご清聴ありがとうございました




